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研究成果の概要（和文）： 

 

本研究でいうジェノサイド的現象とは、国際法上の定義を超える「広義のジェノサイド」を意

味し、人間の普遍的価値を否定し、特定集団を破壊する行為をさす。それはいくつかの複合要

因によって惹起し、政治的社会的過程を通して急進化する。この現象が近代世界で頻発する背

景には近代の諸原理が内包する両義的な性質がある。民族自決や国民国家の形成、植民地主義

と脱植民地化、科学と技術の進歩は、ジェノサイド的現象の発生を阻害すると同時に、助長し

てきたのである。 

 
研究成果の概要（英文）： 

 

In our research project, we examine not only the typical cases of genocide, but also 

cases excluded by the UN definition. Genocide, in either the narrow or the broader 

sense, is a product of human agencies assaulting universal human values. It follows a 

certain social and political process that is facilitated, triggered, and escalated by 

particular factors. Therefore, the reasons behind the occurrences of genocide in the 

modern age should be investigated within a specific historical context. Modernity 

characterized by the progress in technology and science, development of the nation 

state and nationalism, establishment of colonialism and its reconfiguration etc has 

proven to be double-edged swords that can either hinder or facilitate genocide.  
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１． 研究開始当初の背景 

欧米の歴史学では 1990 年代にホロコース
ト（ナチ・ドイツのユダヤ人虐殺）に関する
研究が飛躍的に進捗し、2000 年頃から非ヨ
ーロッパ地域をも対象とする比較ジェノサ
イド研究が始まった（Robert Gellately/ 
Kiernan, The Specter of Genocide, 2003）。
日本でも戦争犯罪を含むマスキリングを主
題とする松村高夫・矢野久（編）『大量虐殺
の社会史』（ミネルヴァ書房）が刊行され、
国家的不法暴力についての研究は厚みを増
しつつある。しかし、ジェノサイドとそれに
準じる現象が近代国家体系や近代諸科学と
どのように関わり、いかなる歴史的な条件下
で頻発し大規模化したかについて、世界史的
な観点から包括的に捉える研究はいまだ存
在しない。 

本研究代表の石田勇治は、これまで科研・
基盤研究（C）(平成 14～16 年度)「比較ジェ
ノサイド研究－第二次世界大戦下ヨーロッ
パの事例から」に従事し、さらに日本学術振
興会「人文・社会科学振興プロジェクト研究
事業」(平成 15～19 年度)の研究グループ「ジ
ェノサイド研究の展開」の代表としてジェノ
サイドの様々な事例研究と分析枠組みの構
築に取り組んできた。そのなかで近代の諸要
素がはらむジェノサイドの契機の重要性を
認識し、これらがジェノサイドの頻発にどう
関与しているのか、逆に言えば、近代に発展
した民主主義と人権の理念はなぜ悲惨な大
量殺戮を抑制しえなかったのかについて、歴
史学的な立場から問い直す本研究を構想す
るに至った。 

 

２．研究の目的 

 本研究は「文明と民主主義」の時代と言わ
れる近代、とくに 20 世紀になってジェノサ
イド（集団殺害）とそれに準じる現象が世界
各地で出来するに至った歴史的要因を探求
すべく、国民国家、レイシズム（人種主義）、
優生学など、「近代」の懐から生じた新たな
包摂と選別・排除の論理がこの事態といかに
関係したかについて、歴史学の観点から検討
を加えるものである。 

具体的には、帝国主義列強による先住民虐
殺、オスマン帝国でのアルメニア人虐殺、第
二次世界大戦下ヨーロッパでのユダヤ人虐
殺・ロマ人虐殺、旧ソ連・モンゴル・中国・
カンボジアなど社会主義体制下での政治的
暴力、独立後のアフリカ諸国での民族虐殺な

どを取り上げ、それぞれの政治的・経済的・
社会的な背景要因をマクロ・レヴェルで比較
分析する。これと並行して、ジェノサイド的
現象を引き起こすイデオロギーと正当化の
論理、「敵」の表象、ジェノサイド実行の動
因とメカニズム、被害・加害関係のあり方な
どミクロ・レヴェルの実態を解明し、併せて
近代世界で頻発するジェノサイド的現象の
普遍的および個別的な特質を解明する。 

上記の趣旨に照らして、マクロ・レヴェル
で問われるべき主要な論点は、①国民国家の
形成と民族自決、②近代諸科学と「生命政治」
(bio-politics)、③全体主義体制と法、④植民
地支配とその遺制、⑤近代における戦争の変
容、⑥国際システムの機能、の 6 つである。 

さらに、ジェノサイド的現象をミクロ・レヴ
ェルで解明すべく、各事例の当事者すなわち
被害者・加害者・協力者・傍観者・遺族など
が遺した史資料（官憲資料、裁判記録、証言
記録、日記、手紙、手記、回想録など）を蒐
集・分析すると同時に、文化人類学者・地域
研究者の協力を得て、存命中の関係者への聴
き取り調査を行い、その成果のデータベース
化を行う。 

 

３．研究の方法 

本研究でいうジェノサイド的現象とは、国
際法（国連が 1948 年に制定した「ジェノサ
イド条約」）上のジェノサイドの定義－「国
民的、民族的、人種的または宗教的な集団の
全部または一部を集団それ自体として破壊
する意図をもって行なわれる」殺害などの行
為－に合致する事例に、この定義から外れる
政治的・社会的集団に対する破壊行為、実行
者が恣意的に定義・特定する集団に対する破
壊行為、集団の破壊を意図する民族浄化（強
制移住）など、近年のジェノサイド研究が提
起する「広義のジェノサイド」の事例を加え
たものである。（ただし、明らかに戦闘行為
として行われた大量虐殺は、焦点の拡散を避
けるためここでは扱わない。） 

本研究では、前頁に記載した【Ａ】マクロ・
レヴェル①～⑥、【Ｂ】ミクロ・レヴェル①
～⑤の計 11 課題に取り組む。マクロとミク
ロの 2 つのレヴェルの研究は相互に補完し、
フィードバックすべく設計されている。すな
わちマクロ・レヴェルの課題に取り組むこと
で得られる「近代世界とジェノサイド的現象」
の歴史的関係に関する理解は、ミクロ・レヴ
ェルでの聴き取り調査によって得られた知



見と照合することで補強され、必要な修正の
契機を得ることができる。一方、ミクロ・レ
ヴェルの成果はマクロ・レヴェルの研究を媒
介して事例間の比較研究を可能にし、併せて
それぞれの事例を世界史的な文脈に位置づ
けることができる。 

研究体制は、歴史学（西洋史・東洋史・日
本史）・地域研究・文化人類学の各分野で本
研究について実績のある研究者を糾合して
構築する。参加研究者は、対象地域別に 6 班
に分かれるが、研究は成果を全体で共有しな
がら進める。各人はマクロ･レヴェル、ない
しマクロ、ミクロの両レヴェルで研究を行い、
その成果を【Ａ】【Ｂ】を別々の、またはひ
とつの主題として実施する半年毎の研究集
会で発表し、全体で検討を加える。ミクロ･
レヴェルではデータベース化を行なう。 

 
４．研究成果 

研究期間を通じて、近代世界に生起したジ
ェノサイドの多様な事例をとりあげ、その政
治的・経済的・社会的・文化的な背景要因と
実態を比較検討し、ジェノサイドの動因やメ
カニズムの究明に取り組んだ。さらに、ジェ
ノサイド後の社会再建や予防システムの構
築についても追究した。 

それらの研究成果については、研究雑誌、
図書の他、国内外の多くの学会・シンポジウ
ム等で公表している。主要なものとしては、
代表者・石田が武内進一と編集した『ジェノ
サイドと現代世界』（勉誠出版）の公刊があ
る。本書は「ジェノサイド研究への視座」、「ジ
ェノサイドの事例研究」、「ジェノサイド予防」
の 3部で構成され、本科研分担者・協力者の
中間的成果を中心に、17 本の論文を集めたジ
ェノサイドに関する日本初の本格的研究書
となった。これと並行して『ジェノサイド事
典』（概念篇・事例篇の全 2 巻）の編集作業
にも取り組んだ。口頭発表としては、日本平
和学会・分科会「ジェノサイド研究」で本科
研メンバーが報告を行った。また、2012 年 6

月のジェノサイド研究者国際ネットワーク
（INoGS）第 3回世界大会（サンフランシス
コ州立大学）においては、本科研メンバーが、
「ジェノサイド予防と日本の役割」と題する
セッションを担い、成果の一部を報告した。 
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